
2 価値創造プロセス

YOKOGAWAのビジネス

　「測る力」と「つなぐ力」で、お客様とともに。YOKOGAWAは、これまでに培ってきた計測・制御・情報の技術を活用し、事業を通

じて社会課題の解決に貢献しています。

　主力事業である制御事業では、これらの実現に向けて、「エネルギー＆サステナビリティ」、「マテリアル」および「ライフ」の3つ

のセグメントで事業を展開しています。また、測定器事業や新事業においても、産業、技術の発展に寄与しています。

世界のエネルギー需要の大幅な増加が見込まれ、再生可能エ
ネルギー市場が拡大しています。多様化するエネルギーの生
産・供給・利用・廃棄・リサイクルのバリューチェーン全体にわ
たり、安全かつ最適な運用を支えます。カーボンニュートラル
で持続可能な社会を実現し、地球環境を守る事業です。

エネルギーの効率利用、リサイクル、環境負荷の低い原料への
転換などが求められています。環境対策やデジタル技術の活
用などの強みを生かして、快適さとサステナビリティを両立
させる社会を支えていきます。地球環境と共存可能な新しい
循環型社会の実現に貢献する事業です。

世界的な人口の増加により、食料や水の生産と供給がひっ迫
することが見込まれます。また、医薬品の需要拡大も加速して
います。人々の命と健康を守る医薬、誰もが安心して口にでき
る安全な水と食料の供給に貢献していきます。人々の命を支
え、健康と安全を守る事業です。

産業のマザーツールである測定器は、YOKOGAWA創立以来の
事業です。電力、電圧、電流、光、圧力などの物理量の高精度な
測定技術を生かし、脱炭素社会に向けた自動車の電子化・電動
化や再生可能エネルギー、環境計測、次世代通信分野のお客様
や、プラントメンテナンスにおける関連分野のお客様の課題
解決に貢献しています。

産業用IoT（IIoT）を簡便に使用できる環境を提供していくことを 
目指し、サービス提供事業者にとって使いやすく、運用負荷を抑 
えたIIoTのハードウエア、ソフトウエア、クラウド環境を提供する
ソリューション事業を展開しています。また、マテリアル市場に
向けた新たな事業として、環境負荷の少ない生物由来の素材を提 
供するバイオマスマテリアルの事業にも取り組んでいます。

 オイル＆ガス
 石油化学
 再生可能エネルギー
 電力
 EMS（エネルギーマネジメントシステム）
 エネルギーストレージ

 高機能化学
 バイオマスマテリアル
 紙パルプ　    繊維　　　   鉄鋼　  非鉄
 マイニング　  モビリティ　  電機・電子

 医薬品
 医療
 食品
 水

主な市場 主な市場 主な市場

YOKOGAWAの事業ポートフォリオ

エネルギー＆ 
サステナビリティ事業 マテリアル事業  ライフ事業

制御事業 測定器事業

新事業他

探索領域 防災・宇宙・海洋

2022年度

売上高

4,565億円

■   測定器事業
5.5%

■   制御事業
93.7%

エネルギー＆
サステナビリティ事業

42.6%
■   新事業他

0.8%

ライフ事業

12.0%

マテリアル事業

39.0%
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制御事業

測定器事業

新事業

エネルギー＆サステナビリティ事業 マテリアル事業 ライフ事業

現場から経営レベルまで、
ワンストップで製品・ソリューション・サービスをご提供
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生産管理
/生産最適化

高度制御・
運転最適化

アセットライフ
サイクル最適化

安全管理 操業リスク管理

セキュリティ

品質管理
/品質最適化

経営戦略
プランニング

原材料購買
/最適化

生産計画
/最適化

サプライチェーン・
物流最適化

ERP
エネルギー・カーボン
マネジメント/最適化

産業用クラウド/プラットフォーム、
アプリケーション群

統合情報サーバ

コンサル
ティング

デザイン＆
エンジニアリング/
システムインテグ
レーション

インスタ
レーション

トレーニング

ライフサイクル
サービス

統合生産制御システム（DCS） 安全計装システム（SIS) エッジコントローラ/PLC

フィールド機器　差圧・圧力/温度伝送器
無線伝送器　コリオリ/電磁/渦流量計

データ収集システム
ペーパレスレコーダ、データロガー

プロセス分析計
ガスクロマトグラフ

オンライン厚さ計
IIoT無線センサ 光ファイバ温度センサ

工場操業レベルの
最適化（MES）

企業経営レベルの
最適化

（SCM / ERP）

操作・監視
制御・安全

データ生成・収集

共焦点定量イメージ
サイトメーター

自動ナノデリバリー/
自動ナノサンプリング SU10

プレシジョンパワー
アナライザ

光スペクトラム
アナライザ

エッジゲートウェイ
（アムニモ事業）

共焦点
スキャナユニット

ライフサイエンス
（ライフ事業）

2 価値創造プロセス

YOKOGAWAのビジネス

YOKOGAWAが長年培ってきた計測技術、制御技術からデジタルツイン、AIなどの最新技術まで高品質・高信頼の製品、ソリュー

ションをインテグレーションしてお客様の課題の解決とお客様の事業価値の最大化を実現しています。

YOKOGAWAの製品・ソリューションポートフォリオ 1
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2 価値創造プロセス

YOKOGAWAのビジネス

YOKOGAWAは、長期にわたるお客様のアセットライフサイクルを通じて、ビジネスパートナーとして製品・ソリューション・

サービスなどの価値を提供し続けています。

制御事業のビジネスモデル

ビジネスチャンス
（累計）

アセットライフサイクル
Initial 4 year 8 year 12 year 16 year

顧客満足がお客様の信頼となり、
長期のパートナーシップへ

DX・ソリューション
●各種コンサルティング
●IA2IA/スマートマニュファクチャリング

ソリューション
●SoS ソリューション

OPEX
●リプレース・アップグレード
（計装、システム、セキュリティ）

●ライフサイクルサービス・コンサルティング
●リモートサービスCAPEX

●プロジェクトデリバリ
   ・ 設計・製作・検査・現地スタートアップ
   ・ システムインテグレーション 
●トレーニング

CAPEXの強み

DX・ソリューションの強み

OPEXの強み

OpreXとは

高品質・高信頼の計測・制御製品
生産プロセスの現場でお客様の操業を長期にわたって支え続ける高品質・高信頼・高性能の制御機器、工業
用計器、分析計などの製品群で、小規模から大規模まで、あらゆる生産現場のニーズに対応しています。

豊富な経験とドメインナレッジに基づいたオペレーション最適化ソリューション
経営に寄与するベスト・イン・クラスのノウハウを用いたコンサルティング力、業界をリードし
てきた豊富な専門知識、そして生産活動を支えるオートメーション力を統合し、お客様のオペ
レーションの最適化をサポートして、企業価値の向上につながる変革を実現する包括的なソリュー 
ションをそろえています。

IA2IAとSmart Manufacturingによるアプローチでお客様への提供価値を拡大
IA2IAとはIndustrial Automation（自動化）からIndustrial Autonomy（自律化）への移行であり、Smart Manufacturingとは製造業にDXを
適用して最適化を図ることであり、それらの対象範囲を広げることで、より大きな価値を生み出すことができます。YOKOGAWAは、こ
の2つのアプローチにより、お客様とともにSystem of Systemsによる社会全体最適の実現に向けて取り組みを進めています。

卓越したプロジェクト遂行能力とシステムインテグレーション能力
卓越したプロジェクト遂行能力と、OTからITまでを融合する高度なシステムインテグレーション能力に
より、世界各国で多くのプロジェクトの成功実績があり、豊富な経験を有しています。

YOKOGAWAの制御ビジネスのポートフォリオ全体を
包括するブランドです。

Symbiotic  
autonomy
Autonomous  
operations

Semi- 
automated 

Automated

Semi- 
autonomous

Autonomous 
orchestration

Plant Enterprise Supply-chain Society

System of  
Systems 

Smart Manufacturing 

IA2IA 

つながり・全体最適の対象を広げる
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オランダ

アメリカ

ブラジル

バーレーン

インド シンガポール

中国
韓国

日本

CIS

サービス体制

サービス提供国数・地域数

 200+
サービス拠点数

 180+
サービスエンジニア

 2,500+

24H/7days の
グローバルサービスネットワーク
グローバルレスポンスセンターを中心に
海外9拠点にあるレスポンスセンター、
その他各国のサービスエンジニアのネット
ワークで安心のサポート体制を提供し
ます。
セキュリティオペレーションセンターで
はお客様のプラントのセキュリティの状
態をリモートで監視するサービスを提供
しており、お客様のアセットに関わるさま
ざまな課題に対し迅速にサービスを提供
する体制を構築しています。

受注

出荷 引き
渡し

 実施計画　  基本設計

 現場設置  現場テスト  試運転  運転開始　  保守サービス

 詳細設計  内部検査  お客様立会検査 HW製造/SW制作/調達

工場単体から 社会全体へ

Autonomy
自律化へ

Automation
自動化から

アセットの長期安定稼働を実現する総合サービス
お客様のアセットがライフサイクルにわたって長期安定稼働できるよう、その健全性を維持・向上させるソリ
ューションを提供するとともに、保守・保全業務の革新的な効率化に貢献します。
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ビジネス環境変化への対応

S.I.R.I.人財を中核としたSmart Manufacturing実現への取り組み

特集

Open Process Automation（OPA）への取り組み

安定したプラント運用が求められる鉄鋼や石油精製、製薬などといったプロセス産業において、高信頼で堅牢なシステムであ
る分散型制御システムがお客様の価値向上に寄与してきました。制御システムはデジタル技術の発展とともにさまざまな進化を
遂げてきましたが、基本的には各社独自のクローズなシステムで構築されています。

しかし昨今、ESG経営やデジタルトランスフォーメーション（DX）によりお客様の事業環境が大きく変化しています。お客様は、
プ ラ ン ト の ラ イ フ サ イ ク ル に わ た るTCO（Total Cost of 
Ownership）削減と収益性の向上を達成しつつ、操業やエネ
ルギー効率改善により脱炭素化に貢献するなど、競争力向上
や変革のためにより速いイノベーションサイクルを求められ
ています。この影響から、制御システムに対するお客様のニー
ズも変化しています。そのニーズの変化の１つが制御システ
ムのオープン化です。

オープン化を行うことでお客様は自由に目的にかなったサ
プライヤーの製品を選択し組み合わせることができ、コスト
削減や機能の多様化、調達性改善、最新IT技術の導入によるイ
ノベーションの加速といったメリットを見込めます。制御シ
ステムのサプライヤーである我々にとっては、そうしたお客
様のニーズに応えたビジネスを展開し変革を加速させる必要
があります。

「Smart Manufacturingのビジョンはあるが、どこから着手すべきか分からない」「実現までの具体的なロードマップが作成で
きない」といったお客様の声を聞きます。その課題に対し、YOKOGAWAは最先端のIT-OT（Information Technology-Operational 
Technology）の知見やドメインナレッジを活用して、Smart Manufacturingの実現を支援しています。そのリーダー的役割を担う
のがS.I.R.I.人財です。

従来の制御システムにおける課題解決を図るため、お客様主導での制御システム標準化の取り組みが進められています。2016
年には欧州の化学業界団体であるNAMURから、NAMUR Open Architecture（NOA）が発表されました。また、同年にExxonMobil主
導で制御システム業界へのオープン技術の導入を目的としたOpen Process Automation Forum（OPAF）が設立されました。
OPAFでは、各種産業のエンドユーザをはじめ、各種システムや機器、ソフトウエアなどのサプライヤー、システムインテグレー
タ、IT企業や学術機関からの代表者が集まり、オープンかつセキュアで相互運用可能な次世代の制御システムの実用化に向けて、
技術の業界標準の選定を進めています。OPAFはOT領域のデータインタフェースを標準化しています。これにより、各機器やユ
ニット・システム間の相互運用性が向上し、異なるサプライヤーの製品や新技術を統合することが容易になります。あくまでイン
タフェースの標準化なので、サプライヤーの内部的な技術やノウハウがオープンになるということではありません。

お客様の事業環境とニーズが変化している中で、お客様に価値を提供し続けるためには、オープン化に適応したビジネスを展
開して、YOKOGAWAも変革を加速していかなければなりません。その中でYOKOGAWAはOPAFのメンバーに加わり、グローバル標
準の策定に貢献しています。2019年にはOPAテストベッドの構築を担当するシステムインテグレータに、2022年にはOPAシステ
ムを実際のプラントに導入するフィールドテストのシステムインテグレータにExxonMobilから選定されています。また、今後は
お客様のプラントにオープン化されたシステムの本格的な導入が見込まれていることから、YOKOGAWAでもグループ全体で対
応しており、2022年にはOpen Readiness Center （ORC）を立ち上げました。ORCは、エコシステムにおけるYOKOGAWAの最適な
役割を検討するとともに、利益を最大化できるビジネスモデルの構築、オープン化されたシステムでの操業と運用をライフサイ
クルにわたって支援することでOPEXビジネスの拡大に取り組んでいます。

オープン化が進むことにより製品のコモディティ化が進むことは予想されますが、YOKOGAWAは今までの経験で培われた高
いプロジェクト遂行力と付加価値の高いソリューションにより、お客様とともにオープン技術の活用を進め、オープン化のイノ
ベーションがもたらす新たな操業の姿を実現していきます。

変化するお客様のニーズ

業界団体の発足と取り組み

YOKOGAWAの取り組みと今後の展望

従来の制御システムにお客様が感じる課題

1. システムの陳腐化と更新に対するコスト高
2. 他社製品やITとの統合が困難かつコスト高
3. 市場製品や新技術へのユーザアクセスの制限
4. 変化に対する拡張性や機敏性の欠如
5. セキュリティが継ぎ接ぎで本質的ではない

制御システムオープン化により解決

S.I.R.I.※は企業のデジタル成熟度を効率的に評価
し、変革の実施に向けて体系的なアプローチをとるこ
とができるフレームワークです。YOKOGAWAは全世
界に63名の公認S.I.R.I.資格取得者を擁しており、一企
業として世界最多のメンバー数を誇ります（全世界
231名中63名（2023年6月2日時点））。S.I.R.I.ホワイト
ペーパー日本語版の作成支援も実施しました。

YOKOGAWAでは、グローバルに展開するYOKOGAWAの公認S.I.R.I.資格取得者、拠点のコンサルタント・ビジネス・オーナーで構
成する「グローバル S.I.R.I. ネットワーク」を設立し、ミーティングを毎月開催しています。本ネットワークでは、YOKOGAWAの
Smart Manufacturing とコンサルティング・セールス・アプローチのベストプラクティスを全拠点で共有し、さまざまなお客様の
課題解決に向けて取り組んでいます。

YOKOGAWAの公認S.I.R.I.資格取得者は、YOKOGAWAのIT/OTドメイン専門家チームとともに、ワークショップ、インタビュー、お
よびサイトサーベイを通じて、お客様組織関係者との幅広い交流により、企業全体のデジタル成熟度を評価し、デジタル化の取り組
みを優先順位付け、機能領域のギャップを分析します。これにより、お客様は次のステップに的を絞った計画を立てるためのロード
マップを作成することができます。

さらには、お客様がSmart Manufacturingロードマップの道のりを進めていく過程で、YOKOGAWAは、情報のデジタル化とデータ
の統合によるIT-OTデータプラットフォームの構築、短期的に成果の期待できるデジタルソリューション、最終的には、ビジネス目
標と持続可能なデジタルトランスフォーメーションを達成するために必要なデジタルソリューションの実装に貢献します。

※ S.I.R.I.＝Smart Industry Readiness Index：スマー
トインダストリー準備指標。シンガポール経済開
発庁（EDB: Economic Development Board）が主
要なテクノロジー企業、コンサルティング会社、
産業界・学識経験者のネットワークと協力して作
成。インダストリー4.0の３つの基本的構成要素
であるプロセス、テクノロジー、および組織の観
点からデジタル成熟度を評価します。2022年に入
り、その活動はEDBからINCIT（International 
Centre for Industrial Transformation）に 移 管 さ
れました。S.I.R.I.の評価は、プロセス、テクノロ
ジー、組織の3つの主要事項を16の次元に細分化
した明確なフレームワークに基づきます（右図参
照）。その明確な構造により、このアセスメントは
比較的短時間で有益な結果をもたらし、業界固有
の成熟度のベンチマークを可能にします。

S.I.R.I. ホワイトペーパー
日本語版データソース：国際産業変革センター（INCIT）
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　YOKOGAWAの提供するS.I.R.I. /Smart Manufacturingアセスメント・コンサルティングサービス
はお客様より多くの反響と採用をいただいています。すでに全世界において、エネルギー・化学、石
油・天然ガス、食品・飲料、製薬、エレクトロニクスなどのさまざまな業種のお客様に対して30回以上
のアセスメント・コンサルティングサービスを提供しています。
　台湾エバーライトケミカル様からは次のお言葉をいただいています。“YOKOGAWAの素晴らしい
仕事に感謝する。提出された分析・提案報告書は私たちのSmart Manufacturing変革の道のりを歩
む上で非常に有益なものとなることを確信している”。

事例紹介

2 価値創造プロセス

YOKOGAWAは、変化するビジネス環境やお客様のニーズに対応しています。
さまざまな取り組みの中から、2つの取り組みをご紹介します。

台湾 エバーライトケミカル社
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